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毛無尾共有林 現地確認作業 
☆ 一般参加者含め１４人で実施 ☆ 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 
   

 
   

 

   

 

加速的に進む少子高齢化や過疎化に伴う日常生活の不便さ、集落の全

般的パワーの減退、あんしん・安全生活の確保、生活環境の保全、地区

の基幹産業である農業の担い手不足 等々、地区が抱える課題は山積み

状態であること、地区の皆さんも痛感されている筈です。 

当協議会は、これらの課題を少しでも解決しようと、多くのテーマを

掲げて活動してきましたが、いずれのテーマも一朝一夕には解決できな

い課題であり、満足のいく成果には繫がっていません。 

この４月より当協議会の活動１５年目を迎えるに当たり、これまで行

ってきた事業を見直し、住民ニーズに沿った優先事業の選択と集中を進

めた事業計画に纏め、巻き直しを図りたいと存じます。 

つきましては、普段から思っていること、感じていること、何でも

結構ですから、当協議会（行政との協働事業でも可）へ取り組んで  

ほしい事項があれば、ご気軽に事務局へお知らせ願います。 

（３月中旬までに、なお、文書でなく、電話・口頭で結構です） 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

今回は地区のいちばん南の集落である「丸 田」を探訪します。 

コースをチョット外れ、地区民の命の源、津房川の源流にも遡ります。 

日ごろの運動不足を補うフットパス・ウォーキングを組み合わせたコースです。 

  全行程：徒歩 2 . 5km 、車移動 16 km となります   

【 開催日時 】 3月３日（日） ９：３０集合～１２：３０   

【 集合場所 】   津房地区 公民館  
【 コ ー ス 】  

  集合場所 →〈車分乗で移動〉 → 「津房川の源流」（塚原・戦川） →  

〈車分乗で移動〉→ 丸田入口 P →〈以降徒歩〉→「丸田の石橋」(石橋王・ 

松田新之助が架けた最後の石橋)  → 名所「棚田」→ 集落の氏神様「五柱神社」→ 

「鏝絵」（鷹・日の丸・花菱）→「丸田集落公民館で ひなまつり＊」→昼食後・解散 

＊吊るし飾り（望月 陽子さん作）、雛飾りと甘酒で桃の節句を祝ったあと、 

地元の方提供による春の花鉢の土産付きです！ 

【 参加届け 】昼食の準備の都合より、事前の参加届け“要”、参加料は不要 

【 その他 】 降雨中止とします ＜ きりさめ程度までは催行 ＞ 

 参加届け先  ☏ ０９７８－４８－２００１ ＜事務局員／ 岡 又は 井福＞ 
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   気軽にご意見ご希望をお寄せ下さい 

２
月
18
日
、
こ
と
し
２
回
目
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
夕
食
用 

手
作
り
弁
当
の
お
届
け
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
回
は
南
部
と
西
部
集
落
対
象
で
、
概
ね
７５
歳
以
上
の
独
居
、

お
よ
び
、
全
員
８０
才
以
上
の
世
帯
の
方
々
、
合
わ
せ
て
70
人

へ
区
長
さ
ん
経
由
に
て
お
届
け
し
ま
し
た
。 

い
つ
も
の
女
性
部
会
員
と
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Gr
か
ら
成

る
11
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
地
産
地
消
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス 

を
考
慮
し
て
調
理
さ
れ
た
「
ま
ご
こ
ろ
弁
当
」、
今
回
も
好
評 

を
頂
け
た
筈
で
す
。 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
て
お
寄
せ
頂
い
た
応
援
金
を

活
用
し
た
も
の
で
、
津
房
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 

世
帯
数
１２
戸
、
ふ
だ
ん
は
閑
静
な
桃
源
郷

と
も
言
え
る
丸
田
集
落
の
公
民
館
で
、
近
年

で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
大
型
七
段

飾
り
の
ひ
な
人
形 

二
対
や
、
い
っ
ぱ
い
の
吊

る
し
飾
り
（
さ
げ
も
ん
）
を
飾
り
つ
け
て
、 

皆
さ
ん
の
見
物
・
訪
問
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
地
元
の
小
野
正
雄
さ
ん
が
元
小
学

校
の
先
生
、
望
月
陽
子
さ
ん
に
お
手
製
の
作

品
展
示
を
お
願
い
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、

特
に
、
カ
ワ
イ
イ
吊
る
し
飾
り
の
種
類
と
量

は
圧
巻
も
の
で
す
。 

区
長
さ
ん
ほ
か
集
落
各
位
の
ご
協
力
で
、

３
月
４
日
ご
ろ
ま
で
自
由
参
観
で
き
ま
す
。 

別
稿
で
ご
案
内
の
津
房
探
訪
ツ
ア
ー
に
参
加

で
き
な
い
方
も
、
ホ
ッ
と
ひ
と
息
つ
き
に 

お
出
か
け 

く
だ
さ
い
。 

←集合写真 

  ＆ 
ナタや剪定
鋸で作業し
ながら美林
の中を進む 

写真を掲載で
きませんが、
吊るし飾りが    
スゴイです 

地区公民館
で調理作業 


